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いつも、クラ・ゼミをご利用いただきましてありがとうございます。また、この度は私たちクラゼ

ミスタッフにもGW休暇をいただきましてありがとうございました。

4月からお子様も保護者様も新年度を迎え様々な環境の変化があったと思いますが、この連休でリフ

レッシュされ、また元気いっぱいに5月からの生活をスタートされることと思います。

こどもサポート教室「クラ・ゼミ」山形
錦町校 023(674)0300   南栄校 ０２３（６７４）６５７７ 天童校 023(665)5611

松波校 023(666)3344   寒河江校 0237(84)6226  

営業日：月曜日～土曜日 営業時間：10:00～１９：００

発達支援研究所

渡辺忠温氏より

お願い
現在、クラ・ゼミでは、固定の曜日時間での利用に入れず、

キャンセルが出たところをご案内する『キャンセル待ち』の方がい

らっしゃいます。前もってお休みする予定がございましたら、お早め

にお知らせいただけると有難いです。

何でもお気軽に

ご相談ください

コロナ禍の中、なかなかゆっくり保護者様とお話が

出来ませんでしたが、保護者様をお支えすることも、

私たちの役割です。感染症対策にアクリル板も準備

しておりますので、安心してご利用ください。

担当指導員の支援がない時間帯であれば、『担当

からゆっくり最近の様子を聞きたい』などの要望もお

応え出来ます。

また、園や学校へ出向いての話し合いなどもお受け

できますので、一緒に考えていきましょう！

まめ知識
かしわの葉が新芽が育つまで枯れないという理由から、

子孫繁栄を願って縁起をかついだものといわれています。

この願いから５月５日の端午の節句に柏もちを食べる風

習があります。

「雑草魂」などと言われ、雑草は「踏

まれても何度でも立ち上がる」と言わ

れたりします。雑草を見習って逆境で

もへこたれないように「しなければな

らない」というたとえのひとつですが、

雑草学者の稲垣栄洋さんによれば、人

に踏まれるような場所に生えている雑

草は立ち上がらないそうです。雑草に

とっては「高さ」競争はどうでもよく、

横に茎を伸ばしたり、地下に根を張っ

たりしながら、最終的にちゃんと花を

咲かせるわけです。雑草は最終的に何

が大事なのかをよく分かっていて、私

たちよりもずっとしたたかに生きてい

るのかもしれませんね。私達の生き方

や子育てでも、うまくいかない時には、

何が本当に大事なのかを改めて考え直

し、「～しなければならない」を見直

すことも時に必要なのかもしれません。
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